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教科外カリキュラムでつながる「体づくり」 
「体づくり」のカリキュラム検討委員会では、作成したカリキュラム

を手掛かりに、各園・各校での実践を検討しました。例えば、西小

学校では、運動の系統性を載せた全校共通の「体育カード(7 種

類)」を作成・配布して活用してます。このカードにより、今の運動

がこれからの活動の何に繋がるのかを理解できるため、活動の目

標を立てやすくなり、運動への意欲が高められています。会の中

では、運動の系統性を中学まで繋げられたら・・・という意見も出て

いました。若葉幼稚園では、これまで教員が決めていた遊びを園

児主体の遊びに変えようとしています。園児が遊んでいる中で、

楽しいと感じた遊びを、教員が見つけて園児全員の遊びに広げ

ています。  

話合いを通して、袋井あやぐも学園では、子どもたちが目標に

向かって体を動かせる仕掛けがたくさんあることを確認できました。

そして、生徒主体の体育大会を中学校で仕掛けていることから、

幼稚園・小学校で体を動かすことの楽しさをたくさん経験させるこ

とが、中学校での活動を豊かにすることも共通理解できました。 



 


